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【生活・生物】

朝日新聞の人気コラム「天声人語」を題材に、時事や一般教養、
国語の分野から出題します。

次の言葉と同じ意味で使われている言葉を本文中から探して書きなさい。
① 物事の処理のしかた　　　　　　　　　　　 〔　　　　　　　　　　　〕
② あるものを買おうとする欲求　　　　 〔　　　　　　　　　　　〕
文中の下線部a、b、cについて、次の問いに最も適切な答えを①〜④から一つずつ選びなさい。

⑴ａ孟
もう

宗
そう

竹
ちく

のタケノコには、どのような特徴がありますか。
① のどを刺す「えぐみ」がある
② 身が軟らかくまろやかである
③ 苦みがあって食感がいい
④ 苦いが、身が軟らかく食べやすい　 〔　　　〕

⑵ ｂ掘り方の説明として当てはまるものは、どれですか。
① 土から少し顔を出したものを掘るようにする
② 地割れや隆起をたよりに素手でやさしく掘り起こす
③ 身を傷つけないように地下茎の筋を読んで掘る
④ バイオリンを弾くような手つきで土を掘る　 〔　　　〕

⑶ c竹の万能性の例として挙げられていないものは、どれですか。
① 桶

おけ

や樽
たる

の製造に使われたこと
② 建築現場で使われたこと
③ 魚を釣るときのさおに使われたこと
④ 衣類のボタンに使われたこと　 〔　　　〕

このコラムのタイトルを10字以内でつけなさい。

11

22

33

　京都盆地の南西にある乙
おと

訓
くに

地域はタケノコの名産地である。ａ孟
もう

宗
そう

竹
ちく

の盛りが過ぎ、これから淡
は

竹
ちく

、ついで真
ま

竹
だけ

へ
旬が移る。京都府向

む こ う

日市で竹林を営む田中益
ます

一
かず

さん（62）を訪ね、ｂ掘り方を教わった。
　土から顔を出したものには手をつけない。のどを刺す「えぐみ」があるからだ。地割れや隆起をたよりにスッとくわを
土に刺す。身を傷つけぬよう地下茎の筋を読み、素手でやさしく掘り起こす。〈発掘の石仏に似て春筍〉村上喜代子
　「子ども時分に覚えた人は手際がいい。バイオリンの稽古に似ています」と田中さん。いまは祖父や父から教わった知
恵を、高校生の息子さんに伝えている最中という。
　田中さん宅で孟

もう

宗
そう

竹
ちく

の水煮をいただいた。身がとろけるほど軟らかく、まろやかである。流通量は少ないものの、
淡
は

竹
ちく

は苦みがあってパリパリした食感が通に好まれる。真
ま

竹
だけ

も苦いが、軟らかみは孟
もう

宗
そう

に近いそうだ。
　一帯は長く竹産業で栄えた。かつて竹材は、桶

おけ

や樽
たる

の製造、建築現場はもちろん、のりの養殖のさおや、衣類のボ
タンにも使われた。近年は需要が細り、花器や茶器、門松など工芸品が軸と聞く。
　「いまは昔、竹取の翁といふもの有けり。野山にまじりて竹を取りつゝ、よろづの事に使ひけり」（竹取物語）。長き
にわたり生活全般「よろづの事」を支えてきたc竹の万能性に思いを致す。もっぱら春先にかぶりつくばかりで、竹やぶ
に足を向けない現代人の暮らしぶりを知ったら、竹取の翁も嘆くことだろう。竹な忘れそ。

●次の「天声人語」（2017 年 5 月 7 日付）を読んで、後の問いに答えなさい。

手際
需要
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国語の分野から出題します。

次の言葉と同じ意味で使われている言葉を本文中から探
さが

して書きなさい。
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しょ

理
り

のしかた　　　　　　　　　　　 〔　　　　　　　　　　　〕
② あるものを買おうとする欲

よっ

求
きゅう

　　　　 〔　　　　　　　　　　　〕
文中の下線部a、b、cについて、次の問いに最も適切な答えを①〜④から一つずつ選びなさい。

⑴ａ孟
もう

宗
そう

竹
ちく

のタケノコには、どのような特
とく

徴
ちょう

がありますか。
① のどを刺

さ

す「えぐみ」がある
② 身が軟

やわ

らかくまろやかである
③ 苦みがあって食感がいい
④ 苦いが、身が軟

やわ

らかく食べやすい　 〔　　　〕
⑵ ｂ掘

ほ

り方の説明として当てはまるものは、どれですか。
① 土から少し顔を出したものを掘

ほ

るようにする
② 地

じ

割
わ

れや隆
りゅう

起
き

をたよりに素
す

手
で

でやさしく掘
ほ

り起こす
③ 身を傷

きず

つけないように地下茎
けい

の筋
すじ

を読んで掘
ほ

る
④ バイオリンを弾

ひ

くような手つきで土を掘
ほ

る　 〔　　　〕
⑶ c竹の万

ばん

能
のう

性の例として挙げられていないものは、どれですか。
① 桶

おけ

や樽
たる

の製造に使われたこと
② 建築現場で使われたこと
③ 魚を釣

つ

るときのさおに使われたこと
④ 衣類のボタンに使われたこと　 〔　　　〕

このコラムのタイトルを10字以内でつけなさい。
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竹
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ま
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さん（62）を訪
たず
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ほ

り方を教わった。
　土から顔を出したものには手をつけない。のどを刺
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す「えぐみ」があるからだ。地
じ
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わ

れや隆
りゅう
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き

をたよりにスッとくわを
土に刺

さ

す。身を傷
きず

つけぬよう地下茎
けい
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喜
き

代
よ

子
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　「子ども時分に覚えた人は手
て

際
ぎわ

がいい。バイオリンの稽
けい

古
こ

に似ています」と田中さん。いまは祖父や父から教わった知
ち

恵
え

を、高校生の息
む す こ

子さんに伝えている最中という。
　田中さん宅

たく

で孟
もう

宗
そう

竹
ちく

の水
みず

煮
に

をいただいた。身がとろけるほど軟
やわ

らかく、まろやかである。流通量は少ないものの、
淡
は

竹
ちく

は苦みがあってパリパリした食感が通に好まれる。真
ま

竹
だけ

も苦いが、軟
やわ

らかみは孟
もう

宗
そう

に近いそうだ。
　一帯は長く竹産業で栄えた。かつて竹材は、桶

おけ

や樽
たる

の製造、建築現場はもちろん、のりの養
よう

殖
しょく

のさおや、衣類のボ
タンにも使われた。近年は需

じゅ

要
よう

が細り、花器や茶器、門
かど

松
まつ

など工芸品が軸
じく

と聞く。
　「いまは昔、竹

たけ

取
とり

の翁
おきな

といふ
ウ

もの有
あり

けり。野山にまじりて竹を取りつゝ
つ

、よろづ
ズ

の事に使ひ
イ

けり」（竹
たけ

取
とり

物語）。長き
にわたり生活全

ぜん

般
ぱん

「よろづの事」を支えてきたc竹の万
ばん

能
のう

性に思いを致
いた

す。もっぱら春先にかぶりつくばかりで、竹やぶ
に足を向けない現代人の暮

く

らしぶりを知ったら、竹
たけ

取
とり

の翁
おきな

も嘆
なげ

くことだろう。竹な忘
わす

れそ。

●次の「天声人語」（2017 年 5 月 7 日付）を読んで、後の問いに答えなさい。
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